
- 1 -

●

月

日(

木)

～

日(

金)

一
泊
二
日
の
日
程
で
、
二
年
生
が
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修
学
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
計
画
の
変
更
は
あ
り
ま
し
た
が
、

修
学
旅
行
を
行
え
た
こ
と
は
来
年
へ
の
期
待
が
高
ま
る
明
る
い
ニ

ュ
ー
ス
で
し
た
。
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●
今
年
も
様
々
な
行
事
が
中
止
や
延
期
と
な
っ
た
一
年
で
し
た
。
地

域
の
方
々
と
の
交
流
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
い
た
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
の
中
止
は
と
て
も
残
念
で
し
た
。
そ
れ
で

も
規
模
縮
小
し
な
が
ら
も
紅
葉
祭
や
全
校
民
謡
発
表
会
、
修
学
旅
行

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
、
一
安
心
し
た
二
学
期
で
し
た
。

●
「
太
田
分
校
レ
ス
ト
ラ
ン
・
シ
ー
ズ
ン
４
」
は
、
一
回
目
が

月

日(

火)

、
二
回
目
が

月

日(

火)

、
中
里
温
泉
に
て
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開
催
さ
れ
ま
し
た
。
情
報
教
養
コ
ー
ス
三
年
生
４
名
が
考
案
し

た
お
弁
当
は
今
年
も
大
変
好
評
で
し
た
。
来
店
さ
れ
た
方
々
の

中
に
は
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
方
も
多
く
、
分
校
レ
ス
ト
ラ

ン
の
開
催
が
地
域
の
方
々
に
も
知
れ
渡
っ
て
き
て
い
る
こ
と
だ

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
二
回
の

開
催
で
し
た
が
、
分
校
の
取
組
を
多
く

の
方
々
に
知
っ
て
も
ら
う
良
い
機
会
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

●

月

日(

土)

、
秋
田
ふ
る
さ
と
村
で
行
わ
れ
た「
秋
田
県
高
等
学
校
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郷
土
芸
能
・
日
本
音
楽
合
同
発
表
会
」
に
郷
土
芸
能
部
が
出
場
し
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
、
来
年
の
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
る
大
切
な
大
会

で
し
た
。
昨
年
度
と
同
様
、
出
演
者
や
観
客
は
各
校
ご
と
の
入
れ
替
え
制

で
し
た
が
、
今
年
度
は
審
査
員
が
会
場
で
直
接
審
査
す
る
と
い
う
従
来

通
り
の
方
法
が
と
ら
れ
ま
し
た
。
部
員
の
皆
さ
ん
は
、
毎
日
遅
く
ま
で
練

習
を
積
み
、
発
表
会
に
向
け
て
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
結
果
は
残
念
な
が

ら
全
国
大
会
へ
の
出
場
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
観
客
は
関
係
者
の
み

と
い
う
状
況
の
中
、
精
一
杯
練
習
の
成
果
を
出
し
切
っ
て
き
た
よ
う
で

す
。
郷
土
芸
能
部
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

●

月

日(

金)

５･

６
校
時
、
「
体
験
学
習
も
の
づ
く
り
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12

講
座
」
が
あ
り
ま
し
た
。
毎
年
、
地
域
の
専
門
家
を
お
迎

え
し
、
様
々
な
講
座
を
指
導
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

人
気
の
陶
芸
講
座
の
よ
う
に
形
あ
る
も
の
を
制
作
す
る
講

座
か
ら
、
囲
碁
教
室
の
よ
う
に
普
段
接
す
る
こ
と
が
少
な

い
体
験
講
座
な
ど
多
様
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
２
時
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
講
師
の
皆

様
に
は
色
々
工
夫
し
て
い
た
だ
き
、
生
徒
達
は
授
業
と
は

違
う
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●

月

日(

水)

、
農
業
へ
の
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17

幅
広
い
見
聞
と
人
材
育
成
の
一

環
と
し
て
、
一
・
二
年
生
は
県

立
農
業
科
学
館
研
修
を
行
い
ま

し
た
。
校
外
で
の
学
習
に
、
生

徒
達
は
熱
心
に
話
を
聞
き
メ
モ

を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
昔

の
農
具
や
生
活
用
具
を
間
近
に

見
て
、
先
人
達
の
知
恵

や
苦
労
を
感
じ
て
い
た

よ
う
で
し
た
。

●

月

日(

水)

、

月

11

24

12

３
日(

金)

に
新
役
員
選
挙
が

行
わ
れ
、
６
日(

月)

に
任
命

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新

役
員
は
次
の
よ
う
に
決
定

し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

生
徒
会
長

津
嶋
杏
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会
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草
彅
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藤
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二
年)

佐
藤
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胡(

一
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総

務

淡
路
英
利(

二
年)

小
山
陽
心(

二
年)

応
援
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団
長

小
栁
里
桜(

二
年)

副

団

長

草
彅
泰
雅(

二
年)

髙
山
陽
奈(

二
年)

地
域
と
共
に
歩
む

大
曲
農
業
高
等
学
校
太
田
分
校
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